
【小学校図画工作 中学校美術 の目標】 

表現及び鑑賞の（中：幅広い）活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生

活や社会の中の（小：形や色など・中：美術や美術文化）と豊かに関わる資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。 

 

 
 

☞ 解説 小学校図画工作編 p.9～ 中学校美術編 p.9～  
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図画工作科及び美術科では、生活を美しく豊かにする造形や美術の働き、美術文化についての

実感的な理解を深め、生活や社会と豊かに関わる態度を育成することについて、さらなる充実が

求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

★目標の改善 

図画工作・美術における目標については、「知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学

びに向かう力、人間性等」が一体となって働く性質があり、これらを相互に関連させながら資質・

能力を育成できるよう整理されました。 

 

学びに向かう力、人間性等 

美術の創造活動の喜

びを味わい、美術を愛

好する心情を育み、感

性を豊かにし、心豊か

な生活を創造していく

態度を養い、豊かな情

操を培う。 

思考力・判断力・表現力等 

造形的なよさや美しさ、表現

の意図と工夫、美術の働きなど

について考え、主題を生み出し

豊かに発想し構想を練ったり、

美術や美術文化に対する見方や

感じ方を深めたりすることがで

きるようにする。 

 

知識及び技能 

対象や事象 を捉える 造形 的

な視点について理解するとと

もに、表現方法を創意工夫し、

創造的に表すことができるよ

うにする。 

 

 

学びに向かう力、人間性等 思考力・判断力・表現力等 

 

知識及び技能 

対象や事象を捉える造形的

な視点について自分の感覚や

行為を通して理解するととも

に、材料や用具を使い、表し

方などを工夫して、創造的に

つくったり表したりすること

ができるようにする。 

造形的なよさや美しさ、表し

たいこと、表し方などについて

考え、創造的に発想や構想をし

たり、作品などに対する自分の

見方や感じ方を深めたりするこ

とができるようにする。      

 

つくりだす喜びを

味わうとともに、感性

を育み、楽しく豊かな

生活を創造しようと

する態度を養い、豊か

な情操を培う。 

（2）⑦小学校図画工作・中学校美術 
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育成をめざす資質・能力 ～何ができるようになるか～ 
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☞ 解説 小学校図画工作編 p.6~、p.19~、p.32~ 中学校美術編 p. 6~、p.51、p.29~ 

  小学校の目標との関連 中学校の目標との関連 

領域 

表現 
発想や構想に関する資質・能力 思考力・判断力・表現力等 思考力・判断力・表現力等 

技能に関する資質・能力 技能 技能 

鑑賞 鑑賞に関する資質・能力 思考力・判断力・表現力等 思考力・判断力・表現力等 

〔共通事項〕 
「A 表現」及び「B 鑑賞」の 

指導を通して指導 

思考力・判断力・表現力等 

知識 

知識 
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★内容の改善・充実 

三つの柱に沿った資質・能力の整理を踏まえ、内容が構成し直されています。 

○「表現」と「鑑賞」を関連させた学習 

感性や想像力を働かせて、表現したり鑑賞したりする資質・能力を相互に関連させなが

ら育成できるよう、内容の改善が図られています。 

○鑑賞学習の充実 

生活を美しく豊かにする造形や美術の働き、美術文化についての理解を深める学習の充

実が図られています。能動的な鑑賞活動を通して、自分の見方や感じ方を深めることが必

要です。 

○〔共通事項〕の改善 

〔共通事項〕を、小学校では「知識」と「思考力・判断力・表現力等」、中学校では、「知

識」に整理されました。「知識」は単に内容を暗記するだけでなく、実感を伴った「生きて

働く知識」として身に付けることが大切です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学習過程のイメージ》 

「造形的な見方・考え方」（５・６ページ参照） 

を働かせ、表現及び鑑賞に関する資質・能力を相 

互に関連させた学習の充実を図り、図画工作・美 

術を学ぶ必要性を実感し目的意識を高めることが 

重要です。 

 また、表現では自己との対話を深 

め、鑑賞に関しては他者との交流を 

重視する話合いや批評し合うなど、 

言語活動の充実も重要です。 

 

発想や 

構想をする 

創造的な 

技能を 
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作品などの 

よさや美しさを 

感じ取り味わう 
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力（造形的
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A 表現 

 

B 鑑賞 

・アイデア 

スケッチなど 

・話合いなど 

・批評など 
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言
語
活
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具体的な教育内容の改善・充実 ～何を学ぶか～ 

主体的・対話的で深い学び ～どのように学ぶか～ 

○内容の構成と目標の関連 


